


平成３年４月号 広報にＬ． かつら

公園整備費　　　　　　　　３００万円

農道、農水路工事　　　　　１７７０万円　’

河川工事　　　　　　　　　２７００万円

公営住宅管理 ・建設工事２億３４００万円

農林業政策費　　　１７００万円

商工会補助金　　　３２０万円

織物協同組合補助金１２１万円

産業振興対策費　　５３０万円

観光費

観光ＰＲ（夢ギフト等）２２０万円’’’

うまい水販売’ ’’’． ’Ｔ ・∴
＝’’ １４００万円

ごみ収集運搬処理費　３７５５万１千円

し尿処理　　　　　　８７７万９千円

はえ蚊一斉消毒　　　　　１０７万円

富士五湖消防負担金　４５２６万７千円

防災無線の維持管理費　５１万５千円

戸別受信機増設費　　　　２５０万円

（２〕

１一
’ま一
葦年
基度
葦予
暮算
皐と．

　成

妻仕
萎萎事

妻概
除． 睾
二．．



（３〕 広報にＬかつら 平成３隼４月号

各種検診費

健康教育相談費

乳児検診、予防注射費

在宅当番医運営費

家庭奉仕員費

９０５万２千円

３００万円

１９０万１千円

３５万２千円

２７３万３千円

ふれあいペンダント　　　８万９千円
福祉のまちづくり　　　　３６６万５千円

　　老人としあわせな里づくり

　　障害者の住みよい町づくり等
老人保健事業　　　　　１２２１万１千円

敬老年金　　　　　　　　　９９万円

生涯教育費　　’　　　１１８万７千円

　（英会話 ・陶芸 ・婦人学級 ・寿学級）

史跡文化財調査

青少年対策費補助金

保健体育費

児童館費

３３０万８千円

３９万３千円

６００万円

９０万円

　（キャンプ ・映画会費）

保育所費　　　　　　　６１０１万１千円

長期総合計画の

都市計画マスタープラン　２０８０万６千円

外国人英語教員　　　　　２８２万３千円

広報費

地籍調査費

１８６万３千円

２０９４万４千円

郊外指導生徒派遣補助金

三ツ峠アーク太鼓創作活動費３３０万円

ホタルの里づくり推進費．　　５０万円
ふるさと夏ま’っり　　　　　３５０万円



平成３年４月号 広報１こしかつら （４〕

平成３年度一般会計当初予算款別構成図
財産収入１ ．５％２１９万円

使用料及び手数料２ ．６％３ ，６０８万４千円

分担金及び負担金２ ．３％３ ，１４０万２千門

地方譲与税２ ．Ｏ％２ ，７８６万円

諸収入２ ．７％３ ，７２７万２千門

県支出金３ ．１％４ ，３１６万１千円

繰入金４ ．４％６ ，０００万円

町債５ ．１％７ ，０００万円

議会費２ ．３％３ ，１６５万８千円

繰越金 ・寄付金 ・刹子割交付金

自動車取得交付金
特別地方消費税交付金
３． Ｏ％４ ，２４１万２千円

商工費工 ．Ｏ％１ ，３６７万８千門

消防費４ ．３％５ ，８９４万１千円

農林水産業費６ ．３％８ ，６４１万円

衛生費６３％８ ，７０２万５千円

公債費９ ．３％工億２ ，７９５万円

　　総務費
２０ ，８％

２億８ ，６９４万６千

特別会計

三ツ 峠グリーソ 老人保健法 簡易水道 国民健康保健

センター事業 特別会計 特別会計 特別会計

特別会計

４３７３万８千円 １億３３５６万３千円 ４２３１万２千円 ２億１３０９万２千円



平成３年４月号広報にＬかつら）５（

▽
　
条

○
西
桂
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
労
基
法
の
改
正
に
伴
い
一
週
間
の
勤
務

時
間
の
改
正
と
夏
期
休
暇
を
制
定
し
た
一

部
改
正
で
す
。

○
西
桂
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　
主
な
内
容
は
、
条
例
上
住
宅
家
賃
額
を

定
め
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
入
居
時
に
お
け
る
家
貨
は
次
の

と
お
り
で
す
。

入
田
団
地
　
一
号
棟
　
一
九
、
五
七
〇
円

　
　
”
　
　
二
号
棟
　
二
〇
、
六
〇
〇
円

　
　
〃
　
　
三
号
棟
　
二
二
、
六
六
〇
円

　
　
〃
　
　
四
号
棟
　
二
四
、
二
〇
〇
円

浅
間
団
地
　
一
号
棟
　
＝
一
〇
、
九
〇
〇
円

　
　
〃
　
　
二
号
棟
　
＝
二
、
九
三
〇
円

中
野
団
地
　
一
号
棟
　
＝
一
二
、
九
六
〇
円

　
　
”
　
　
二
号
棟
　
三
四
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

月
夜
ノ
平
団
地
一
号
棟
三
六
、
○
○
Ｏ
円

○
西
桂
町
公
共
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制

定　
従
来
の
公
共
施
設
用
建
設
基
金
を
廃
止

し
、
こ
の
基
金
を
制
定
し
ま
し
た
。
公
共

施
設
の
犬
規
模
改
修
、
用
地
取
得
等
に
も

財
源
が
充
て
ら
れ
る
よ
う
制
定
し
直
し
た

も
の
で
す
。

補
正
予
算

〇
一
般
会
計
第
六
号
　
－

　
　
補
正
額
　
＝
一
十
七
万
九
千
円
追
加

　
　
総
　
額
　
十
五
億
七
千
二
十
七
万
八

　
　
　
　
　
　
千
円

　
　
内
容
山
梨
県
知
事
選
挙
費
の
交

　
　
　
　
　
付
額
決
定
に
伴
い
、
専
決

　
　
　
　
　
　
処
分
し
た
も
の
を
承
認
し

　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

〇
一
般
会
計
第
七
号

　
　
補
正
額
　
二
億
五
千
三
百
五
十
一
＝
万

　
　
　
　
　
　
七
千
円
追
加

　
　
総
　
額
　
十
八
億
二
千
一
＝
百
八
十
一

　
　
　
　
　
　
万
五
千
円
追
加

　
　
内
　
容
　
事
業
費
確
定
に
伴
い
減
額

　
　
　
　
　
　
等
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
金
額
の
犬
き
な
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
基
金
へ
の
積
立
が
約
二
億

　
　
　
　
　
　
四
千
九
百
万
円
の
追
加
で

　
　
　
　
　
　
財
源
は
、
交
付
税
、
財
産

　
　
　
　
　
　
売
払
収
入
等
を
充
当
し
ま

　
　
　
　
　
　
し
た
。
ま
た
緊
急
地
方
道

　
　
　
　
　
路
整
備
事
業
費
の
一
部
が

　
　
　
　
　
　
平
成
三
年
度
へ
繰
越
さ
れ

　
　
　
　
　
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
第
四
号

　
　
補
正
額
　
百
四
十
万
円
減
額

　
　
総
　
額
　
一
億
九
千
九
百
九
十
一
万

　
　
　
　
　
　
一
一
一
千
円

　
　
内
　
容
　
医
療
費
が
伸
び
た
分
の
追

　
　
　
　
　
　
加
と
老
人
保
健
拠
出
金
の

　
　
　
　
　
減
額
で
す
。

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
第
一
＝
号

　
　
補
正
額
　
二
十
六
万
八
千
円
の
追
加

　
　
総
　
額
　
七
千
二
百
六
十
三
万
一
千

　
　
　
　
　
　
門

　
　
内
　
容
　
メ
ー
タ
ー
器
を
購
入
す
る

　
　
　
　
　
費
用
等
を
追
加
し
ま
し
た
日

　
　
　
　
　
財
源
は
、
加
入
者
の
負
担

　
　
　
　
　
　
金
で
す
。

○
老
人
保
健
法
特
別
会
計
第
二
号

　
　
補
正
額
　
千
三
百
五
十
万
円
追
加

　
　
総
　
額
　
一
億
二
千
三
百
十
四
万
三

　
　
　
　
　
　
千
円

　
　
内
容
医
療
費
の
支
払
い
確
定
・

　
　
　
　
　
　
見
込
み
に
よ
る
補
正
で
す
。

　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
か
ら
は
六
百
四

　
　
　
　
　
　
十
三
万
五
千
円
繰
入
れ
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

〇
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別

　
会
計
第
三
号

　
　
補
正
額
　
百
五
十
五
万
円
減
額

内総

容額

五
千
七
十
七
万
七
千
円

実
績
及
び
見
込
み
に
よ
り

歳
入
歳
出
と
も
減
額
し
ま

し
た
。
主
な
も
の
は
、
使

▽

用
料
が
百
八
十
五
万
円
減

額
し
約
千
三
百
九
十
万
円
、

食
堂
収
入
が
百
万
円
減
額

し
約
九
百
十
万
円
の
収
入

見
込
み
で
す
。

当
初
予
算

○
平
成
三
年
度
一
般
会
計

Ｏ
　
　
〃
　
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

ｏ
　
　
〃
　
　
簡
易
水
道
特
別
会
計

Ｏ
　
　
〃
　
　
老
人
保
健
法
特
別
会
計

Ｏ
　
　
〃
　
　
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｉ

事
業
特
別
会
計

ｉ
説
明
は
、
い
ず
れ
も
別
掲
１

人
　
事

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
前
田
多
満
喜
氏
の
任
期
満
了
に
よ
り

新
田
裕
一
氏
の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し

　
た
。

意
　
見

書

○
原
子
爆
弾
被
害
老
等
援
護
対
策
の
充
実

に
関
す
る
意
見
書

　
・
被
爆
老
及
び
遺
族
の
た
め
に
、
被
爆

　
老
援
護
法
の
制
定
な
ど
を
含
め
た
援
護

　
対
策
を
請
じ
る
よ
う
関
係
行
政
機
関
へ

　
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

　
ま
し
た
。



平成３年４月号 広報に しかつら （６〕

卒業式
　３月１５日 、西桂中学校の卒業式が行われました 。

西桂で生れた子供達は 、保育園 、小学校、中学校とい

っも同じ友に囲まれ、両親また町民の皆様の温かい

まなざしの中で安心して十年にわたり学校生活を送 っ

て来ましたが、４月からは友とも別れ、新しい町に

毎日通います。西桂の子供達の本当の意味の巣立の

日でした 。

く
中
学
生
の
卒
業
式

▼俣育所卒園児による卒園遊具の製作

く小
ン学
２校
フで

’， は
カ　 ’

１卒
の業
鉢生
植全
を員
琶与

套」
！

。デ

小学校、中学校、入学式が

　　　小学校では男子３１名女子３３名計６４名の

元気一杯の子供達が、お父さん 、お母きんに

手を引かれて登校しました血まだまだ、ジ ッ

としたまま来賓の方 々の話を聞くことはでき

ませんが、」年たっと見違える様にきちんと

できるそうです
。

　中学校は 、男子３５名女子２７名計６２名の生徒

が入学。少し犬きめの新しい制服を着て 、と

ても 、初 々しく見えました 。

入圓式　 ４月５日 、保育所の入所武が行われました 。

一番小さい予で２才４か月の子供から１４４名の子供達が入

園しました 。

　お母さんがそぱに着いている子、泣いている子、走り回 っ

ている子 、４月い ｒ

ぱいぐらいはこの状

態が続くそうです 。

初めて子供を離すお

母さん、子供達も先

生方もがんばります

ので安心して見守 ｒ

て下さい 。



平成３年４月号広報に’ しかつら）７（

一
一
一
学
期
合
同
閉
級
式

及
び
最
終
学
級

　
三
月
二
十
二
日
に
寿
・
婦
人
・

家
庭
教
育
の
三
学
期
合
同
の
閉
級

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い

て
■
一
年
問
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

富
士
吉
田
市
文
化
財
審
議
委
員
の

舟
久
保
兵
部
右
衛
門
先
生
を
講
師

に
「
近
世
の
村
と
代
官
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
最
終
学
級
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
凸

　
私
た
ち
の
身
近
な
地
域
の
歴
史

と
祖
先
の
薔
労
を
掌
び
ま
し
た
白

　
三
学
期
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

婦
人
学
級

　
婦
人
学
級
の
方
々
が
三
月
七
日
、

町
外
学
習
と
し
て
身
延
町
に
あ
る
富

士
川
ふ
る
さ
と
工
芸
館
を
見
挙
に
行

き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
自
分
で
名
前
を
彫
『
た

印
鑑
を
作
り
、
実
り
の
多
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

陶
芸
用
電
気
窯

　
　
　
設
置
さ
れ
る

　
平
成
一
一
一
年
二
月
二
十
七
日
、

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に
陶
芸
用
電
気
窯

が
設
置
さ
れ
、
火
入
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
の
十
．
環
を
兼
ね
、

生
涯
学
習
振
輿
の
た
め
購
入
し

た
も
の
で
す
。

　
現
在
は
陶
芸
教
室
生
の
作
品

を
原
次
焼
成
し
て
い
ま
す
。

　
才
年
度
も
引
き
続
き
、
一
層

陶
芸
教
室
を
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
新
人
の
参
加
を
お
待
ち

・
し
て
お
り
ま
す
。

児
童
館
だ
よ
り

　
西
桂
町
児
童
館
で
は
、
去
る
三
月
三
十

日
一
土
〕
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で
、

春
休
み
子
供
映
画
会
を
行
い
ま
し
た
。
題

名
は
「
ア
ニ
メ
・
お
ぱ
け
う
ん
ど
う
か
い
」

「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
と
な
か
ま
た
ち
」

を
上
映
し
ま
し
た
。

　
保
育
所
児
・
小
学
生
な
ど
約
八
十
六
人

が
集
ま
り
、
特
に
幼
児
、
小
学
校
一
年
生

く
ら
い
の
子
供
達
に
は
「
お
ば
け
う
ん
ど

う
か
い
」
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で

し
た
。
　
「
ピ
ー
タ
ｉ
ラ
ビ
ッ
ト
と
な
か
ま

た
ち
」
は
バ
レ
リ
ー
ナ
が
と
て
も
美
し
い

踊
り
で
、
女
の
子
が
熱
心
に
見
て
い
ま
し

た
血　

映
画
の
は
じ
ま
る
前
の
準
備
、
終
っ
て

か
ら
の
後
片
づ
け
な
ど
も
小
学
生
が
自
主

的
に
行
な
い
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

　
ま
た
新
し
い
映
画
を
計
画
し
、
犬
く
の

子
供
逢
に
参
加
し
て
有
意
義
な
時
間
が
す

ご
せ
る
よ
う
に
！
と
児
童
館
で
は
考
え
て

い
ま
す
。

子
ど
も
ま
つ
り
開
催

南
北
都
留
地
区
合
同

目
時
　
５
月
１
９
日
＾
日
）

場
所
　
河
口
湖
総
合
公
園

　
　
　
河
口
湖
総
合
体
育
館
裏

詳
し
く
は
役
場
福
祉
係
へ
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↓
↑
ｆ
ｆ
↑
↑
↑
ｆ
ｆ
↑
↑
↑
↑
ｆ
↑
↑
↑
↑
↓

’十’十’十’｝’ト’十

み
ん
な
の
考
え
は
ど
う
か
な
？

住
民
ア
ン
ケ
ト
記
査

１｝’“’中一中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

の
結
果
を
お
語
Ｌ
ま
す
　
↓

↓
↑
↑
↑
↑
↑
↑
ｆ
↑
ｆ
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑
↓

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
前
号
の

広
報
で
お
話
し
た
「
第
三
次
長
期
総
合
計

画
」
の
立
案
に
あ
た
っ
て
、
住
民
の
意
志

を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
る
た
め
に
皆
様

の
町
に
対
す
る
意
識
と
要
望
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
の
対
象
老
は
２
０
歳
以
上
の
西
桂
町

民
で
、
男
女
の
割
合
が
同
じ
に
な
る
よ
う

に
、
さ
ら
に
２
０
歳
～
４
５
歳
ま
で
の
人
数
と

、 回

１７３ １６５ ９５ ．刎

柿園 ２５６ ２３３ ９１ ．眺

本町 １１６ １１６ １００ ．眺

上 ３２２ ２９９ ９２ ．９％

１１１７ １０４９ ９３ ．銚

術
考

対象数１，１１７の内回収できた

数は１，０７６件です 中回収で

た中には白紙１８件 ・集計不

９件があ ったため 、これを

　した　カ　　　す

蝸
歳
以
上
の
人
数
と
が
同
じ
に
な
る
よ
う

に
考
慮
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ｉ
タ
で
回
答
を

お
願
い
す
る
人
を
選
び
ま
し
た
。
回
答
を

お
願
い
し
た
人
数
は
、
　
一
、
　
一
一
七
人
で
、

町
の
全
人
口
の
四
分
の
一
の
人
数
で
す
。

　
町
内
で
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
杳
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
犬
規
模
の
も
の

で
す
。
さ
ら
に
有
効
な
回
答
の
数
も
脳
％

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
し
た
業
老
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

全
国
的
に
こ
の
手
の
仕
事
を
数
多
く
行
『

て
き
ま
し
た
が
、
千
人
を
超
え
る
規
模
の

調
査
で
９
０
％
を
は
る
か
に
上
回
る
有
効
回

答
が
得
ら
れ
た
の
は
記
憶
に
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
が
い
か
に

真
剣
に
取
り
組
ん
だ
か
が
わ
か
り
、
町
と

し
て
も
こ
の
繕
果
を
最
大
限
に
生
か
さ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

町
に
対
す
る
全
体
的
な
評
価

　
「
住
み
よ
い
」
と
評
価
し
た
人
は
蜴
％
、

逆
に
「
住
み
に
く
い
」
評
価
は
９
％
で
、

残
り
の
犯
％
は
「
ふ
つ
う
」
と
答
え
て
い

ま
す
。
他
市
町
村
の
同
種
の
調
査
結
果
に

比
べ
る
と
か
な
り
良
い
評
価
と
言
え
る
よ

う
で
す
血
　
「
住
み
よ
い
」
理
由
と
し
て
は
、

○
自
然
環
境
が
良
い

　
住
み
慣
れ
て
愛
着
が
あ
る

＠
小
中
学
校
等
公
共
施
設
が
整
っ
て
い
る

が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
自
逆
に
「
住
み
に

く
い
」
理
由
と
し
て
は
、

Ｑ
買
物
が
不
便

＠
医
療
機
関
の
不
足

ゆ
道
路
が
狭
い

が
ペ
ス
ト
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
評
価
を
性
別
及
び
年
代
別
に
見
る
と
、

６
０
代
以
上
の
女
性
が
全
体
的
に
良
い
評
価

を
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
～
３
０
代
の
男
性
は

住
み
に
く
い
方
に
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
別
に
見
る
と
、
本
町
地
区
が

全
体
的
に
住
み
よ
い
評
価
を
し
て
い
る
の

に
対
し
、
下
暮
地
地
区
に
住
み
に
く
い
評

価
が
高
い
点
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

住みよさの評価

西桂町
山梨県丁市

山案県丁町

山梨県Ｋ町

静岡県Ａ町

住丞よ、、

ふつ　う
住みにくい

　
今
後
重
点
的
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
施

策
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
の
回
答
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
生
活
道
路
の
整
備

　
救
急
医
療
対
策

　
公
園
緑
地
の
整
備

＠
高
齢
化
社
会
対
策

＠
自
然
環
境
の
保
全

＠
ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
の
強
化

の
下
水
道
整
備

以
上
の
七
項
目
に
特
に
高
い
要
望
が
出
て

い
ま
す
血

公
芙
公
益
施
設
に
対
す
る
婁
蟄
、

　
公
共
公
益
施
設
の
整
備
に
対
し
て
は
、

次
の
と
お
り
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

○
小
売
店
・
ス
ー
パ
ー

◎
病
院
・
診
療
所

＠
街
路
灯
・
防
犯
灯

＠
下
水
道

＠
子
ど
も
の
遊
び
場

◎
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

＠
公
園

に
２
０
％
以
上
の
要
望
が
出
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
簡
単
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
繕
果

の
ほ
ん
の
”
さ
わ
り
。
だ
け
お
話
し
ま
し
た
。

綱
か
な
数
値
や
少
数
意
見
は
紙
面
の
都
合

上
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

調
査
項
目
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
住
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
真
剣

な
ご
意
見
で
す
の
で
、
今
後
も
こ
の
紙
面

を
使
っ
て
ご
報
告
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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西
桂
町
消
防
団
正
副
団
長
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
新
し
い
正
副
団
長
が
四
月
一
日

に
就
任
致
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
新
正
副
団
長
は
次
の
方
々
で
す
。
　
一
敬

称
略
一

団長　前田和嘉薗１固長副団長高尾

　
四
月
一
目
付
次
の
と
お
り
人
事
異
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
転
任
の
先
生
に
は
御
苦

労
さ
ま
で
し
た
。
　
＾
敬
称
略
一

西
桂
小
学
校

（
出
一
　
旧
任
地
　
　
　
　
　
新
任
地

西
桂
小
校
長
窪
田
猛
雄
・
東
桂
中
学
校
長

　
〃
　
教
頭
雨
宮
利
治
・
一
宮
北
小
教
頭

　
〃
　
教
諭
白
井
明
彦
・
県
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
間

　
〃
　
教
諭
早
川
啓
子
・
唐
沢
小
教
諭

（
入
一
　
新
　
　
　
　
　
　
旧

西
桂
小
校
長
奥
秋
順
作
・
谷
村
第
一
小
教
頭

　
同
　
教
頭
小
林
栄
明
・
西
桂
中
教
頭

　
同
　
教
諭
郷
田
廉
博
・
文
夫
附
属
小
教
諭

　
同
　
教
頭
奥
秋
元
子
・
新
採
用

　
同
　
非
常
勤
講
師
高
尾
良
宣
・
新
採
用

　
　
西
桂
中
学
校

＾
出
一
　
旧
任
地
　
　
　
　
　
　
新
任
地

西
桂
中
教
頭
小
林
栄
明
・
西
桂
小
教
頭

　
同
教
諭
鈴
木
親
彦
・
県
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
教
頭
相
当
職

　
同
教
諭
矢
野
新
・
甲
府
富
中
竹
教
諭

（
入
一
　
新
任
地
　
　
　
　
旧
任
地

西
桂
中
教
頭
渡
辺
健
・
御
坂
中
教
諭

　
同
　
教
諭
川
村
奇
子
郎
・
吉
田
中
教
諭

　
同
　
教
諭
二
宮
裕
子
・
玉
幡
中
教
諭

ねんきん

国
民
年
金
の
加
入
手
漬
讐
を
し
｛
し
よ
う

　
国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
す
る
制
度
で
、
峨
保
険
者
は

次
の
三
種
魚
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
第
一
号
被
保
陰
者
」

　
農
業
や
自
営
業
老
・
無
職
の

人
が
加
入
し
、
自
分
で
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

「
第
一
一
号
被
保
険
者
」

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
で
す
。

　
自
動
的
に
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
、
保
険
料
は

給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

「
第
一
一
一
号
被
保
険
者
」

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
で
す
也

　
保
険
料
は
、
自
分
で
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

か
わ
り
必
ず
市
町
村
役
場
へ
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
は
、
義
務
で
あ
り

白
分
の
将
来
の
た
め
で
す
。
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五
月
は
子
宮
カ
ン
喚
診
強
詞
月
間

保健だより
　
女
性
の
が
ん
”
子
宮
が
ん
。
を
年
一
回

の
検
診
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で

予
防
し
よ
う
。
五
月
は
子
宮
が
ん
検
診

強
調
月
閻
で
す
の
で
無
料
で
検
診
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
一
度
も
検
診
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
女
性
（
３
０
才
以
上
〕
の

人
は
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。申

込
み
の
あ
っ
た
人
に
検
診
票
を
発
行

し
ま
す
。

毎
年
、
月
を
定
め
て
定
期
的
に
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
検
診
は
、
左
記
に
よ
り
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

受け

　
西
桂
町
で
は
乳
が
ん
集
団
検
診
を

行
な
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
、
こ
れ
か

ら
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
、
が
ん
山
で

す
。
乳
が
ん
の
予
防
は
、
ニ
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
し
こ
り
を
見
つ
け

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
集

団
検
診
を
受
け
て
、
早
期
発
見
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
七
月
上
旬
に
集
団
検

診
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
左

記
に
よ
り
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。申

し
込
み
　
愛
育
会
役
員
が
、
子
宮

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
に
伺
っ
た
と

き
に
、
一
緒
に
乳
が
ん
検
診
も
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
検
診
料
　
無
料

　
乳
が
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
人
に
多

い
で
し
ょ
う
か
？

　
¢
乳
腺
の
病
気
に
か
か
っ
た
こ

　
　
と
の
あ
る
人
。

　
　
＠
自
分
の
血
族
に
乳
が
ん
に
か

　
　
か
っ
た
人
が
あ
る
人
。

　
　
ゆ
初
潮
が
早
い
人
・
閉
経
が
遅

　
　
い
人
。

　
　
＠
出
産
経
験
の
な
い
人
＾
授
乳

　
　
し
な
い
人
〕
。

　
　
◎
体
の
大
き
い
人
。

　
西
桂
町
と
福
祉
事
務
所
・
児
童

相
談
所
の
共
催
に
よ
り
西
桂
町
Ｙ

Ｌ
Ｏ
会
館
二
階
研
修
室
に
お
い
て

年
六
回
「
子
育
て
何
で
も
相
談
」

を
行
い
ま
す
。

　
日
頃
子
育
て
に
つ
い
て
、
家
庭

で
、
保
育
所
で
学
校
で
の
生
活
に

つ
い
て
子
供
に
ま
つ
わ
る
種
々
の

事
柄
に
つ
い
て
相
談
し
た
．
い
こ
と

が
あ
れ
ぱ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
役
場
＾
０
２
５
－
２
１
２
１
）

保
健
衛
生
ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
場
所
　
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
二

階　
　
　
　
研
修
室

　
日
程
　
５
月
１
７
日
・
７
月
１
９
日

　
　
　
　
９
月
２
０
日
・
１
１
月
１
９
目

　
　
　
　
－
月
１
７
日
・
３
月
２
０
目

　
　
　
　
午
後
－
時
３
０
分
～
４
時

　
申
し
込
み
ゴ
保
健
衛
生
担
当

　
　
　
　
　
槙
田
ま
で

程５
１　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　■　　　　　　１

■
■　■　　　　１

．自
ｒ

嶺１， 珪

１ 水 機能訓練 ＹＬＯ会館 午前９：３０～

２ 木 健康相談 Ｙ　 Ｌ　Ｏ会館 午前中

８ 水 経□ポ １」オワクチン投与 役場２Ｆ 午後１ ：３０～ １回目Ｈ２ ．８～Ｈ３ ．１生れ・２回目Ｈ２ ．２～Ｈ２ ．７生れ

９ 木 健康相談 Ｙ　Ｌ０会館 午前中

１６ 木 健康相談 Ｙ　 Ｌ　Ｏ会館 午前中

１７ 金 ３才児検診 役場２Ｆ和室 午後１：３０～ Ｓ． ６２ ．１１～６３ ．４生れ

２１ 火 ３種混合（１期 ・２期 役場２Ｆ会議室 牛後１ ：３０～ Ｓ． ６３ ．９～Ｈ ．１ ．３生れ

２１ 火 乳児検診 和室 牛後１ １３０ Ｈ． ２． ７月１０月 ・Ｈ ．３ ．１月生れ

２３ 木 健康相談 Ｙ　Ｌ０会館 午前中
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役場の人事及び機構

企画課 企画係

役場職員の異動を行い、４月よリ新体制を整えました
。

課長

主査

川村俊夫

前田宗重

（係長 ・兼

総務課

三ツ峠ゲリーンセンター

課長

主査

川村龍雄

渡辺　隆

滝口武司

釜務係

前田宗重）（主事

住民課

財務係

税着係

住民係

永田由永）

課長　上小沢俸子

主査　重田」太郎

保育所長　志村雄子

厚生係

（主任 ・勝俣宗明 ・川村留美子）

（調理士新田典子）（讐傭員槙田幸雄〕

（係長 ・兼　渡辺　隆 ・藤江栄」）（主任 ・塩谷正彦　小

野田　恵 ・郷田弘一〕（業務員　渡辺清吾〕

（係長 ・兼　渡辺　隆）（主任　今泉守夫）

振興課

（係長 ・兼滝□武司 ・奈良　護）（主任 ・渡辺麗子〕

く係長 ・渡辺裕代）（主任 ・武井直美〕’

｛主任保健婦槙田知子）（臨時保健婦 ・遠山喜代子）

（栄養士新田裕里）

（係長 ・兼　重田一太郎）（主任 ・兼堀内達也 ・岩田悦男〕

（主事 ・新田剛久）

環境衛生係

保育所

課長

主査

渡辺富士雄

渡都真澄

森嶋董次朗

Ｙ　 Ｌ　 Ｏ会館

産業係

　（係長　堀内達也〕

（主任保母永井信子）（保母　滝口敏美 ・加藤なお美

新田理恵子 ・川村三千代 ・小林真由美 ・田宮博美〕

（臨時保母 ・犬津はる美）（調理婦井上たね子 ・渡辺幸子）

（係長 ・兼　渡部真澄〕（主任　渡辺幸彦〕

期長（町長）模田　康

館長代行（兼）前田巳智男

　　　　　　（係長 ・兼　森嶋董次朗）（主任 ・川村達彦〕
建設係
　　　　　　（主事 ・天野和久〕（主事補 ・重森正〕

地籍詞査係　（係長・兼　渡部真澄）（主任　高山　正〕

　　　　　　　く嘱託　夫石秀子）

　（児童厚生員　小佐野保子〕（業務員　川村幸雄）

出納皇
収入役　権守

出納係 （主任’ 小沢勝代 ・兼 小野田恵）

教育萎員会

教育長　前田巳智男
主査　郷田盛直

蟹恋 ・学校教育係 学校給食センター

　（係長・兼郷田盛直〕　　　　　（調理婦・小山なを子 ・希代峰子 ・滝口英

　（兼小佐野保子〕　　　　　　　子・乙顔和子 ・武藤玲子 ・高山勝子）

　　　　　　　　　　　　　　　　学校用務員　（小学校　堀江成和）
社会教育係　　　　　　　　　　　　　　　　（中学校　渡辺徳二〕

　　　　（兼・小佐野保子）く主任 ・小林清松 ・小沢正仁）

　　　　（県派遺社教主事 ・臼井弘成〕

匡至亟互 （局長 ・兼」ｌ１村繊〕（書記 ・兼今泉守夫）

匝嚢亟 （書記長 ・兼渡辺富士雄）（書記 ・兼渡部真澄・前田宗童 ・渡辺幸彦）

社会福祉固竈会
会長（町長）槙田　康

（享務局長　兼　上小沢律子）（事務局　兼　重田一太郎〕（専門員　新田泰代〕

（家庭奉仕員高尾みっ子 ・川村久江〕くポランティアコーデ ィネーター川村久江）
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